










































































































図 1 マルサ  
 
               不可避的な妨げ 
                 (例) 貧困、疫病、流行病、飢饉(究極的妨げ) 
 
       積極的な妨げ                           窮  乏 
 
               人為的な妨げ (例) 不摂生、戦争 
                 その結果 
                                            
直接的妨げ            その原因 
                                        罪  悪 
               不道徳な妨げ 
                 (例) 受胎調節 (避妊)、堕胎 
       予防的な妨げ 
 
               道徳的な妨げ                  道徳的抑制 
                                       (自然的妨げ) 
                                   (注) 現代的に表現されている 









が 7億 3 千万人、中の低所得が 31 億 3 千万人
であり仮にこのうちの 50% を貧困層と考える
と、貧困人口は 23 億人、全体の 30% となる。
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図 2所得階級別世界人口の推移
高所得の国 中の上の所得国 中の低の所得国 低所得の国
千万人
推計値
















2015 年に中国の人口は、13 億 9700 万人、イン
ドは 13 億 900 万人であり、これが 2045 年頃に
逆転し 2050 年には、中国が 13 億 6400 万人に













































































































































































































































































































































































多い。地域の人口は、2015 年では 21 億 8200 万
人であり、2050 年には、1.3 倍の 28 億 2100 万人
となり、世界の 30% を占めることが推計されて
いる。日本からの距離も比較的近く、2050 年に
は、インドの 16 億 5900 万人をはじめとして、イ
ンドネシア 3 億 2200 万人、パキスタン 3 億 700
万人、バングラデシュ 2 億 200 万人、フィリピ
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